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財産収入　　　　　
繰入金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地方譲与税　　　　　　　　　 　　　　　　
ゴルフ場利用税交付金
地方特例交付金　　　  
自動車取得税交付金　　　　　
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
寄付金
株式等譲渡所得割交付金

１．８％（1億2,964万円）
１．６％（1億1,650万円）
０．８％（     5,930万円）
０．６％（     4,000万円）
０．３％（     1,970万円）
０．２％（     1,500万円）
０．１％（        910万円）
０．１％（        322万円）
０．１％（　     280万円）
０．０％（　     200万円）
０.０％（        110万円）

歳　入
７１億１,０５７万円

町税
４３．４％
（30億8,496万円）

国庫支出金
１５．７％
（11億1,415万円）

地方交付税
９．２％　
（6億5,610万円）

県支出金
６．４％
（4億5,362万円）

町債 ５．２％
（3億7,050万円）

使用料及び手数料
４．８％

（3億4,248万円）

繰越金
１．８％
（1億3,000万円）

分担金及び負担金
２．０％

（1億4,340万円）
地方消費税交付金
２．７％
（1億8,920万円）

諸収入 ３．２％
（2億2,780万円）

歳　入
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 2，043万円 2，043万円

る  元気な町へ 元気な町へ 元気な町へ

予
算
編
成
の
基
本
方
針（
施
政
方
針
よ
り
要
約
）

【
歳
入
】

　

歳
入
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入

は
、
景
気
の
後
退
に
よ
る
法
人
町

民
税
の
落
ち
込
み
や
、
土
地
家
屋

の
評
価
替
え
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
減
収
が
影
響
し
て
、
前
年
度
に

比
し
１
億
４
、３
８
６
万
円
の
減

の
30
億
８
、４
９
６
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
は
臨
時
財

政
対
策
債
と
合
わ
せ
た
実
質
的
地

方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）
は
、

１
億
２
、７
１
０
万
円
増
の
８
億

４
、２
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

手
数
料
及
び
使
用
料
は
、
８
、

４
０
９
万
円
増
の
３
億
４
、２
４

８
万
円
で
す
が
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
町
直
営
と
し
た
こ

と
に
伴
う
使
用
料
収
入
や
住
民
手

数
料
の
増
で
す
。

　

大
洗
町
は
、
昨
年
12
月
に
北
関

東
自
動
車
道
が
東
北
自
動
車
道
に

接
続
し
た
こ
と
で
、
予
想
以
上
の

来
遊
客
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
動
き
を
積
極
的
に
捉
え
地

場
産
業
の
振
興
に
反
映
で
き
る
よ

う
取
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
３
月
に
開
港
を
予

定
し
て
い
る
茨
城
空
港
に
お
い
て

は
、
韓
国
の
ア
シ
ア
ナ
航
空
の
運

航
が
決
ま
り
、
大
洗
の
観
光
に

と
っ
て
、
国
際
観
光
都
市
と
し
て

の
幕
開
け
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
大

洗
港
に
お
い
て
も
、
外
国
船
も
含

め
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
に
力
を
入

れ
る
と
と
も
に
、
日
光
・
大
洗
ク

施
政
方
針
（
要
約
）

ル
ー
ズ
船
誘
致
協
議
会
の
活
動

や
、
茨
城
空
港
の
活
動
と
連
動
し

た
広
域
観
光
の
推
進
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
お
い
て
は
、
対
話

重
視
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
及
び
、
情
報
開
示
と
情
報
発
信

を
行
い
な
が
ら
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
を
第
一
と
考
え
、
官
民
一

体
と
な
り
、
未
来
に
希
望
が
持
て

る
元
気
な
自
治
体
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

施政方針を述べる小谷町長

会　　　計　　　名 金　　額 増減（昨年度比）

一　　般　　会　　計 71億1,057万円 2.0％

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 22億6,702万円 0.3％

老人保健特別会計 626万円 △ 96.4％

後期高齢者医療特別会計 1億6,765万円 △ 8.6％

介護保険特別会計 12億   156万円 9.4％

公共下水道事業特別会計 7億4,238万円 31.9％

地方卸売市場事業特別会計 544万円 2.4％

公園墓地事業特別会計 1,514万円 0.1％

公平委員会特別会計 790万円 2.6％

水道事業会計 6億9,651万円 △ 2.8％

小　　　　計 51億   986万円 1.7％

合　　　　計 122億2,043万円 1.8％

会 計 別 予 算 額



一般会計歳入・歳出予算のあらまし

歳　出
７１億１,０５７万円

農林水産業費
２．３％

（1億6,278万円）商工費
４．１％

（2億8,848万円）消防費
４．９％

（3億5,068万円）

教育費
１４．２％

（10億993万円）

土木費
９．４％

（6億6,732万円）

衛生費
９．４％

（6億7,248万円）

公債費
９．３％

（6億5,969万円）

総務費 １６．８％
（11億9,398万円）

民生費
２８．１％
（19億9,698万円）

歳　出
議会費
予備費
労働費

１．４％（9,822万円）
０．１％（1,000万円）
０．０％（ 3万円）
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新年度予算122億 新年度予算122億 

未来に希望が持てる  未来に希望が持てる 未来に希望が持てる 
【
歳
出
】

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
立

し
て
持
続
的
に
成
長
で
き
る
大
洗

町
を
創
る
た
め
、
地
域
の
活
性
化

と
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
を

育
む
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
と

医
療
福
祉

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
医
療
保

険
者
へ
の
特
定
検
診
等
の
義
務
化

に
伴
う
受
診
料
を
引
き
続
き
無
料

と
し
、
生
活
習
慣
病
の
有
病
率
や

予
備
群
の
減
少
、
疾
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
努
め
ま
す
。
更

に
健
康
診
査
と
連
動
し
て
健
康
手

帳
を
交
付
し
、
保
健
指
導
や
健
康

相
談
な
ど
日
常
的
な
健
康
管
理
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
積
極

的
な
健
康
情
報
の
提
供
や
各
種
検

診
機
会
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、
町

民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
は
、
引
き
続
き
対

象
者
を
満
３
歳
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
と
し
て
事
業
を
継
続
し
ま

す
。
更
に
は
お
た
ふ
く
風
邪
及
び

水
ぼ
う
そ
う
予
防
接
種
の
一
部
助

成
に
つ
い
て
も
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
が
出
産
ま
で
に
病

院
等
で
受
け
る
健
康
診
査
料
の
一

部
助
成
の
回
数
を
、
昨
年
度
の
10

回
か
ら
14
回
ま
で
増
や
し
ま
す
。

児
童
福
祉

　

児
童
の
放
課
後
の
安
全
確
保
や

健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
放
課
後
子

ど
も
教
室
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
立
児
童
セ
ン
タ
ー
こ
ど

も
の
城
や
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

な
ど
と
連
携
し
て
、
児
童
等
の
放

課
後
や
休
日
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

心
豊
か
な
優
し
い
ま
ち

考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
そ
の
端

緒
と
な
る
べ
き
事
業
や
調
査
等
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

障
害
者
福
祉

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
通
じ
て
働
く
場
の
確
保
や
、

障
害
者
自
身
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
自
立
し
、
社
会
参
画
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
難
病
患
者
福
祉
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
一

般
高
齢
者
、
特
定
高
齢
者
及
び
要

支
援
・
要
介
護
認
定
者
そ
れ
ぞ
れ

の
状
態
に
応
じ
て
、地
域
、行
政
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
へ
の
参
加
を
支
援
し

ま
す
。

○医療福祉
○各種検診等事業
○予防接種事業
○児童福祉
○障害者福祉事業
○高齢者福祉事業

1億　735万円
2,787万円
1,965万円

5億4,266万円
2億5,327万円
7,123万円

健康・福祉の主な事業
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及
び
史
跡
指
定
地
の
範
囲
確
認
調

査
を
行
い
ま
す
。
史
跡
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
広
域
観
光
圏
計
画
に

も
位
置
づ
け
整
備
活
用
を
図
り
ま

す
。

○語学指導外国青年招致事業
○特別教育支援員配置事業
○学校給食費補助
○学校施設整備基金積立
○北海道洋上研修事業
○古墳群･海防陣屋国指定化事業

生涯学習の主な事業
1,847万円
761万円
673万円

3億5,088万円
670万円
800万円

す
る
た
め
、
既
存
住
宅
へ
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
促
進

し
、
住
宅
火
災
の
予
防
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
救
急
隊
員
の
資
質
向
上

を
図
り
、
高
度
な
救
命
処
置
を
行

う
た
め
、
新
た
に
救
急
救
命
士
を

養
成
し
ま
す
。

　

更
に
、
医
療
機
関
の
救
急
搬
送

患
者
受
入
れ
に
つ
い
て
も
、
円

滑
な
受
入
れ
が
図
れ
る
よ
う
医
療

機
関
と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

防
災

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
り
防
災
意
識
の
普
及

に
努
め
る
と
と
も
に
、町
、地
域
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

図
上
で
の
訓
練
実
施
も
含
め
、
被

害
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
組
み
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
体
制
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
安
全
協
定
に
基
づ
き

茨
城
県
や
各
原
子
力
機
関
と
連
携

し
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
り
、
町
民
の
安
全

確
保
に
努
め
ま
す
。

　

防
犯
対
策
と
し
て
は
、
パ
ト

ロ
ー
ル
機
能
を
一
層
高
め
町
民
が

環
境
対
策

　

地
球
規
模
で
の
問
題
で
あ
る　

の
削
減
に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
の
実
施
な
ど
具
体
的
に

出
来
る
エ
コ
か
ら
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
立
地
す
る
ス
ー

パ
ー
２
店
舗
と
レ
ジ
袋
有
料
化
と

マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
を
推
進
し
、
レ

ジ
袋
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

ご
み
対
策

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
に
関

す
る
知
識
と
実
践
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
等
の
ク
リ
ー
ン
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
等
を
通
じ
て
、
そ
の

啓
発
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯

　

交
通
事
故
や
防
犯
に
対
す
る
地

域
の
活
動
や
自
主
防
災
組
織
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
防

犯
連
絡
員
等
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

消
防
・
救
急

　

住
宅
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減

出
や
団
塊
世
代
の
地
域
回
帰
の
支

援
、
学
習
の
成
果
が
活
用
さ
れ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
習
の
原

点
と
な
る
家
庭
教
育
の
支
援
や
次

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

体
験
活
動
事
業

　

体
験
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
実
施
し
て
い
る
通
学
合
宿

や
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
た

北
海
道
洋
上
体
験
学
習
事
業
、
栃

木
県
茂
木
町
の
子
ど
も
た
ち
と
の

海
っ
子
山
っ
子
交
流
事
業
な
ど
、

引
き
続
き
展
開
し
ま
す
。

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
芸
術
文
化

活
動
の
振
興
や
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
夢to

w
n

大
洗

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

芸
術
文
化

　

町
の
歴
史
遺
産
で
あ
る
日
下
ヶ

塚
古
墳
や
車
塚
古
墳
、
磯
浜
海
防

陣
屋
跡
に
関
し
、
史
跡
と
し
て
国

指
定
を
目
指
す
た
め
、
測
量
調
査

学
校
教
育

　

豊
か
な
心
の
教
育
と
確
か
な
学

力
の
定
着
を
目
指
し
、
算
数
・
数

学
や
理
科
に
お
け
る
教
師
の
授
業

力
や
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
の

外
国
語
教
育
を
推
進
す
る
た
め
英

語
指
導
助
手
を
１
名
増
員
し
ま

す
。ま
た
、学
び
の
場
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
磯
浜
小
学
校
及
び
祝
町

小
学
校
の
統
合
に
よ
る
新
校
舎
建

設
の
実
施
計
画
と
、
祝
町
小
学
校

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

幼
児
教
育

　

就
学
前
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼

稚
園
・
保
育
園
等
で
の
団
体
生
活

を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
〝
き
に
な

る
子
〞
の
発
見
と
学
校
と
の
連
携

の
た
め
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

生
涯
学
習

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
、

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
、
思

い
や
り
の
あ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
新
た
な
参
加
の
機
会
の
創

人
を
育
む
元
気
な
ま
ち

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
安
心
な
ま
ちCO2

北海道洋上体験学習
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○上水道配水設備改良事業
○下水道管渠整備
○町道及び排水路整備事業
○サンビーチ排水路改修工事
○大洗港建設事業
○松ヶ丘住宅改築事業

1億 50万円
1億4,340万円
2億 716万円
1,700万円
1,500万円
3,900万円

都市整備の主な事業

上
下
水
道
事
業

　

衛
生
的
な
生
活
環
境
や
海
域
の

水
質
保
全
と
下
水
道
事
業
の
経
営

安
定
化
の
た
め
、
下
水
道
へ
の
速

や
か
な
接
続
理
解
を
求
め
る
と
と

も
に
、
水
洗
化
率
を
高
め
る
た
め

の
努
力
と
普
及
に
努
め
ま
す
。
公

共
下
水
道
は
、
桜
道
地
区
を
中
心

に
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
五

観
光
・
産
業
の
振
興

　

法
人
化
さ
れ
た
観
光
協
会
と
と

も
に
水
戸
藩
開
藩
４
０
０
年
の
記

反
田
地
区
や
和
銅
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
の
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
に
向
け
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

道
路
整
備

　

安
全
で
安
心
な
町
道
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
町
道
等
の
改
修
事

業
及
び
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
の
外
周
道
路
の
改
良
工
事
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
主

要
地
方
道
大
洗
友
部
線
の
夏
海
地

区
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
用
地
買
収
の
更
な
る
進
捗
が

図
れ
る
よ
う
県
並
び
に
国
へ
要
望

し
ま
す
。

港
湾
整
備

　

大
洗
港
に
お
い
て
は
、
新
た
な

港
湾
計
画
で
、
内
航
フ
ェ
リ
ー
と

国
際
観
光
港
と
し
て
大
型
ク
ル
ー

念
事
業
を
展
開
す
る
水
戸
市
や
笠

間
市
な
ど
の
周
辺
市
町
村
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
広
域
観
光
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
街
中
で
の
ワ
ン
コ
イ
ン

ツ
ア
ー
を
始
め
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
史
跡
や
名
勝
を
案

内
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

に
つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
確
保
の

た
め
に
、
商
工
会
等
の
産
業
支

援
機
関
と
連
携
し
、
既
存
地
場
企

業
の
事
業
拡
張
等
の
技
術
的
課
題

に
対
す
る
側
面
的
支
援
に
努
め
ま

す
。

農
業
の
振
興

　

日
の
出
米
や
ニ
ラ
、
ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
な
ど
の
地
場
産
品
を
地
元
の

旅
館
等
で
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
地
場
産
品
を

来
誘
客
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
更

に
は
観
光
イ
チ
ゴ
園
も
誕
生
し
て

お
り
、
観
光
と
農
業
の
連
携
強
化

を
支
援
し
ま
す
。

漁
業
の
振
興

　

魚
価
の
安
定
と
付
加
価
値
を
付

け
る
た
め
漁
業
地
場
産
品
の
消
費

拡
大
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
漁
業
体
験
の
取
組
や
生
シ

ラ
ス
の
鮮
度
保
持
な
ど
付
加
価
値

の
高
い
漁
業
経
営
が
図
れ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

水
産
加
工
業
の
振
興

　

事
業
所
間
の
連
携
強
化
の
も
と

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
れ
る
よ

う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
設
備
投
資
や
原
料
魚
購
入
の
た

め
の
制
度
資
金
の
借
入
れ
に
対

し
、
利
子
補
給
に
よ
り
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
水
産
加
工
施
設
の
汚

水
処
理
に
対
し
て
、
事
業
費
の
一

部
を
助
成
す
る
水
産
加
工
業
振
興

対
策
事
業
に
取
組
み
ま
す
。

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

活
気
あ
る
楽
し
い
ま
ち

○住み良いきれいな街づくり推進事業
○ごみ減量化推進事業
○交通安全・防犯事業
○消防ポンプ車整備事業
○救急救命士養成事業
○原子力防災通信ネットワーク整備事業

生活・環境の主な事業
594万円

2,704万円
1,085万円
2,498万円
287万円
186万円

○年間イベント事業補助金
○海水浴事業
○中小企業事業資金自治金融保証事務
○地産地消推進対策事業
○生産調整推進対策事業
○水産加工業の振興

産業・観光の主な事業
2,200万円
5,721万円
826万円
173万円

2,365万円
743万円

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
防
犯

連
絡
員
協
議
会
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
組
み
ま
す
。

ズ
船
に
対
応
で
き
る
機
能
の
拡
大

を
位
置
づ
け
、
背
後
施
設
と
一
体

と
な
っ
た
賑
わ
い
空
間
「
み
な
と

オ
ア
シ
ス
」
が
創
出
で
き
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
港
湾
地
区
の

賑
わ
い
を
町
全
体
の
賑
わ
い
に
な

る
よ
う
取
組
み
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
具
現
化
に
向
け
た

取
組
を
強
め
ま
す
。



2009.4.1　広報おおあらい　（6）

○課長級

○一般職級

○係長級

○課長補佐級

○新規採用職員

○課長級

■行■行■行政職政職政職

■消■消■消防職防職防職

○係長級

○課長補佐級

○一般職級

■■■平成平成平成202020年年年度度度末末末退退退職職職者者者

平成21年4月1日付け人事異動

○派遣職員

町 長 公 室

まちづくり推進課

財　務　課

住　民　課

税　務　課

福　祉　課

生活環境課

都市建設課

農林水産課

会　計　課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

雨澤　庸夫

石井　孝夫

外崎　　正

武藤美智子

関根　信也

田中　幸江

白土　芳夫

小沼　一夫

小林　　健

正木　健司

藤枝　　健

金澤　清治

仲島　茂成

小野瀬一弘

横山　義博

福　祉　課

町 長 公 室

町 長 公 室

住　民　課

税　務　課

財　務　課

税　務　課

生活環境課

会　計　課

地籍調査課

消　防　署

商工観光課

町 長 公 室

税　務　課

福祉課長

町長公室長

第一工務課企画調整係長

課長補佐兼管理係長

財務課長兼行財政改革推進室長

課長補佐兼収納対策係長

課長補佐兼生活環境係長

会計管理者兼会計課長

地籍調査課長

消防署長

課長補佐兼商工観光係長

まちづくり推進専門担当主査

税務課長

収納対策室長兼収納対策専門
担当主査兼収納対策係長

地域安全推進専門担当
主査兼地域安全係長

町長公室長

まちづくり推進課長

特定事業推進専門担当主査

財務課長兼行財政改革推進室長

住民課長

住民専門担当主査兼窓口係長

税務課長

福祉課長

保育専門担当主査

生活環境課長

地籍調査専門担当主査

農林水産課長

会計管理者兼会計課長

氏　名

まちづくり推進課

総　務　課

財　務　課

税　務　課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

鈴木　純子

松山　俊之

田中　円佳

和田　裕志

石井　健志

細川友里恵

深作　晃江

櫻井　栄司

五上　裕啓

町 長 公 室

都市建設課

国保年金課

生活環境課

生涯学習課

住　民　課

商工観光課

税　務　課

総　務　課

主　　任

主　　任

主　　事

主　　任

主　　事

〃

主　　任

主　　事

主　　任

主　　任

主　　任

主　　事

主　　任

主　　事

〃

主　　任

主　　事

主　　任

国保年金課

福　祉　課

生活環境課

都市建設課

上下水道課

農林水産課

学校教育課

生涯学習課

大賀　栄治

長谷川　満

前提　時子

渡邉みどり

片桐　麻衣

今泉　貴弘

関根　美佳

関　　克則

根本　英昭

小松崎陽一

土田　秀樹

小野瀬憲優

橘　　伸子

江沼　宏章

税　務　課

会　計　課

町 長 公 室

健康増進課

福　祉　課

環 境 組 合

町 長 公 室

上下水道課

農林水産課

地籍調査課

都市建設課

上下水道課

学校教育課

議会事務局

主　　任

〃

〃

〃

主任（社協派遣）

主　　任

主　　事

技　　師

主　　事

技　　師

主　　任

主　　任

調理師（南中）

書　　記

主　　任

〃

〃

〃

第一保育所主任

主　　任

主　　事

技　　師

主　　事

技　　師

主　　任

主　　任

調理師（一中）

主　　任

氏　名

町 長 公 室

まちづくり推進課

総　務　課

住　民　課

国保年金課

福　祉　課

生活環境課

都市建設課

上下水道課

商工観光課

議会事務局

会　計　課

学校教育課

生涯学習課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

高柳　成人

佐藤　礼子

小沼　正人

海老澤　督

久保木浩志

小沼　敏夫

鬼澤　　均

佐藤　邦夫

大川　文男

阿部　幸子

米川　芳史

丸山　幸一

田中　秀幸

美ノ辺　潔

川上　朱美

米川　雅司

横田　　孝

小松崎三津子

佐々　貴吉

松葉　恵子

深作　和利

田山　義明

海野ろくえ

松葉　政訓

大部千亜紀

柳田　雄作

山本　英二

秘書広報広聴係長

係　　長

企画調整係長

特定事業推進係長

情報政策係長

人事係長

管理係長

高齢医療年金係長

係　　長

第一保育所主幹

生活環境係長

技査兼施設管理係長

計画開発係長

地籍調査係長

係　　長

〃

技査兼下水道施設係長

係　　長

水道施設係長

係　　長

商工観光振興係長

書　　記

係　　長

技　　査

係　　長

主　　査

スポーツ振興係長

町 長 公 室

上下水道課

総　務　課

福　祉　課

国保年金課

国保年金課

福　祉　課

生活環境課

都市建設課

地籍調査課

〃

上下水道課

上下水道課

生涯学習課

上下水道課

国保年金課

生涯学習課

福　祉　課

健康増進課

学校教育課

税　務　課

地籍調査課

生活環境課

主　　任

〃

〃

〃

主　　任

〃

係　　長

〃

主　　任

主幹（社協派遣）

地球温暖化対策係長

施設管理係長

主　　任

地籍調査係長

係　　長

〃

下水道施設係長

係　　長

〃

高齢医療年金係長

スポーツ振興係長

主　　任

係　　長

学校施設管理係長

係　　長

主　　査

生活安全係長

氏　名

農林水産課

上下水道課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

篠原　靖治

関根　敦生

田山　　修

課長補佐

課長補佐兼水産振興係長

課長補佐兼営業係長

農林水産課

農林水産課

上下水道課

農地土地改良係長

課長補佐

水道施設係長

氏　名

所　属　課

税　務　課

〃

健康増進課

〃

国保年金課

新職階級名

消防長消防監

次長兼消防課長消防司令長

消防署長消防司令長

職　　名

主　　　事

〃

〃

〃

主　事　補

氏　名

加藤　賢二

黒江　和輝

栗原　聡子

磯崎　邦仁

宮本　文月

氏　名

古川　　稔

佐久間義友

関根　政起

前職階級名

生活環境課長

消防課長消防司令長

課長補佐兼警防係長消防司令

新職階級名

消防課警防係長消防司令

第二中隊小隊長消防司令

氏　名

松澤　洋治

田山　　武

前職階級名

第二中隊小隊長消防司令

第二中隊班長消防司令

新職階級名

副署長消防司令長

副署長消防司令長

氏　名

庄司　政夫

平山　順一

前職階級名

副署長消防司令

副署長消防司令

新職階級名

消防課警防係主任消防司令補

消防課総務係主任消防司令

第一中隊副班長消防司令

第一中隊副班長消防司令

第二中隊班長消防司令

第二中隊副班長消防司令

第二中隊副班長消防司令

氏　名

関　　安雄

高野橋　実

米川　英雄

大山　隆徳

矢作　由之

五上　好一

杉山　守正

前職階級名

消防課総務係主任消防司令補

消防課警防係主任消防司令

第一中隊消防司令

第二中隊消防司令

第二中隊副班長消防司令

第一中隊副班長消防司令

第二中隊消防司令

所　属　課

消 防 本 部

住　民　課

〃

福　祉　課

〃

生活環境課

商工観光課

都市建設課

農林水産課

〃

学校教育課

職　　名

消　防　長

課　　　長

住民専門担当主査兼窓口係長

保育専門担当主査

主　　　幹

係　　　長

観光情報センター専門担当主査

課長補佐兼計画開発係長

課　　　長

主査兼水産係長

調　理　師

氏　名

白土　　昇

雨谷　茂夫

杉山りえ子

谷村　広樹

加部東和子

小野瀬かつ子

米川　正一

小野瀬　実

小松崎　忠

細川　　茂

小圷　好子

総　務　課

〃

福　祉　課

〃

〃

新所属課 職　名 前所属課 職　名

大川　洋一

田山　　篤

小沼　玲子

浅野　明子

鈴木　直美

主任（後期高齢者広域連合へ）

〃 （茨城県へ）

主任保育士（社協）

主　幹（社協）

主　任（  〃  ）

財　務　課

〃

福　祉　課

〃

〃

主　　任

〃

主任保育士（社協）

主　幹（社協）

主　任（  〃  ）

氏　名

国土交通省関東地方整備局
鹿島港湾・空港整備事務所

渉外専門担当主査兼秘書広報公聴係長兼
情報政策係長兼男女共同推進係長

収納対策室長兼収納
対策専門担当主査

新所属課 職　名 前所属課 職　名氏　名
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秘書・広報広聴係

町民税係

財政係

固定資産税係
収納対策室　　収納対策係
管理係

総務係

計画開発係

生活環境係
地域安全係
建設管理係

地籍調査係

管理係
水道施設係
下水道施設係

営業係

農政振興係
水産振興係
商工観光振興係

マリンタワー
観光情報センター

学校教育係

社会教育係
文化振興係

指導室

スポーツ振興係
総務係
予防係
警防係
第１中隊
第２中隊

会計係

窓口係
社会福祉係

介護保険係

企画調整係

情報政策係

子育て支援係

国民健康保険係
高齢医療年金係

第一保育所

生活環境課

農林水産課

上下水道課

健康増進係健康増進課

国保・年金課

都市建設課

商工観光課

会　計　課

学校教育課

生涯学習課

消防課

消防署

土地開発公社

教育委員会

消防本部

議　　　会

町　　　長

土地開発公社事務局

東茨城郡公平委員会 公平委員会

農業委員会 農業委員会事務局

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

監査委員会 監査委員会事務局

議 会 事 務 局

税　務　課

福　祉　課

住　民　課

財　務　課

町 長 公 室

副町長

教育長 教育次長

会計管理者

大貫小学校
祝町小学校・幼稚園
磯浜小学校

夏海小学校
第一中学校
南中学校

消防長 消防次長

人事係

行財政改革推進室
管財係

総　務　課

特定事業推進係まちづくり推進課

総合運動公園

大洗町行政機構図
　ウォーターフロント事業や二葉地区・大貫台地開発などの大規模な事業を担当する「特定事業推
進係」と町の総合計画を担当する「企画調整係」、情報管理を行う「情報政策係」が連携を図り、一
体的なまちづくりをすすめるため、まちづくり推進課を新設いたしました。
　また、都市計画を総合的に推進するため、地籍調査課を都市建設課に統合いたしました。
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■申請方法
　申請書を提出される際は、次の書類を添付して郵送により提出してください。
　①申請者の公的身分証明書（運転免許証、健康保険証、外国人登録証明書等）の写し。
　②振込先口座の金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）が分かる通帳の写し。
　※原則口座振込みによる給付となりますが、口座をお持ちでない方については、
　　現金給付が可能です。

■申請期間　平成21年4月1日～9月30日（当日消印有効）

■給付時期　口座振込み：4月下旬以降順次給付を行います。（右図参照）
　　　　　　　　窓口現金給付：6月1日以降順次給付を行います。

■給付対象者
　平成21年2月1日（基準日）において次のいずれかに該当する方
　１．大洗町の住民基本台帳に登録されている方
　２．大洗町の外国人登録原票（不法滞在者及び短期滞在者を除

く）に登録されている方
　※2月1日までに生まれた方及び、2月1日以降に亡くなられた方
も給付対象となります。

　※給付は世帯単位となります。町への申請は世帯主の方が行うこ
ととなります。

　※給付対象者のいる世帯の世帯主の方宛てに、町から申請書を送
付いたします。

■寄付をお考えの方へ
　町では各種事業の資金とさせていただくため、定額給付金受給者の皆さまから
の寄付を受付けております。寄付をされる場合は、一度お受取りになってから寄
付をしていただくこととなります。詳しくは、町総務課へお問合せ下さい。

定額給付金定額給付金

定額給付金と
子育て応援特別手当を
支給します‼
　町民のみなさんの生活支援と地域経済の活性化を目的に
「定額給付金」を給付します。また、多子世帯の幼児教育
期の子育てを応援するため「子育て応援特別手当」も支給
します。
　給付事業のあらましと申請・給付手続きなどについてお
知らせします。

65歳以上の方
（昭和19年2月2日以前に生まれた方）
18歳以下の方
（平成2年2月2日以降に生まれた方）

1人につき20,000円
65歳以上の方と18歳以下の方は

1人につき12,000円
給付額

大洗町役場

申請書提出受理日
4月 7日まで
4月14日まで
4月30日まで
5月14日まで

振込予定日
4月27日
5月15日
5月25日
6月17日

■振込み予定日

※以降申請期間中は、順次振込みを
　行います。
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　不審な電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷
わず町役場または警察署（交番）にご連絡ください。

　　問合せ／大洗町総務課　
　　　　　　定額給付金支給準備室（内線237）
　　　　　　水戸警察署　　☎233-0110
　　　　　　大洗地区交番　☎267-0110
　　　　　　警察相談電話　＃9110

●町や総務省などがATM（銀行・コンビニな
どの現金自動預払機）の操作をお願いするこ
とは、絶対にありません。
●ATMを自分で操作して、他人からお金を振
り込んでもらうことは絶対にできません。
●町や総務省などが、「定額給付金」の給付のた
めに、手数料などの振込を求めることは絶対
にありません。

支給対象となる子１人につき
36,000円

給付額

子育て応援特別手当子育て応援特別手当
■支給対象となる子
　基準日において、住民基本台帳に登録されている方又は、外国人
登録原票（不法滞在者及び短期滞在者を除く）に登録されている方
で、平成2年4月2日から平成17年4月1日生まれ（3歳以上18歳
以下）の子が2人以上いる世帯に属する、第2子以降の小学校就学
前3学年（平成14年4月2日から平成17年4月1日生まれ）の子。
　※兄弟姉妹が別々の世帯に属する場合は、取扱いが異なりますの
でお問合わせください。

■支給対象者
　基準日において、支給対象となる子の属する世帯の世帯主の方に
なります。
　※支給対象者となる世帯主の方宛てに、町から申請書を送付いた
します。

■申請方法・期間
　及び支給時期
　定額給付金と
　共通事項とな
　ります。

例  Aさんの場合

定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐欺」にご注意ください。

定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐欺」にご注意ください。

子育て応援特別手当支給対象

3人目2人目1人目 1人目4人目
Aさん

世帯主

世帯にいる子ども

生年月日が平成2年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

生年月日が
平成14年4月2日から
平成17年4月1日まで

の子ども

生年月日が
平成17年
4月2日以後
の子ども

手当の対象となる子ども
⬆ ⬆

Ａさんへの子育て応援特別手当は、
　　　　　　　　36,000円×2人＝72,000円

例  Bさんの場合

2人目 3人目
Bさん

世帯主

世帯にいる子ども

生年月日が平成2年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

生年月日が
平成14年4月2日から
平成17年4月1日まで

の子ども

生年月日が
平成17年
4月2日以後
の子ども

手当の対象となる子ども
⬆

Bさんへの子育て応援特別手当は、
　　　　　　　　36,000円×1人＝36,000円

Aさん世帯 Bさん世帯
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

■採用職種・人員
　技術職（建築士1名、土木施工管理技士1名、保健師1名）
■受験資格
　【共通事項】昭和49年4月2日～昭和58年4月1日までに生まれた方

■申込受付期間（郵送又は持参）
　平成21年4月6日～5月7日までの間（5月7日の消印まで有効）
■試験日
　平成21年6月中旬頃（後日連絡いたします。）
■試験方法
　作文試験・面接試験
■申込方法
　受験申込書は町役場総務課の窓口で配布しています。
　受験資格の詳細などはお問い合わせください。
■申込み及び問合せ
　〒311-1392 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881－275
　大洗町役場 総務課人事係 ☎267－5111（内線233）

　大洗町には、原子力の平和利用に寄与するための原子力研
究施設があることから、国から電源三法交付金を受けています。
　この交付金は、公共用施設整備及び維持運営等（消防署、
学校教育施設、健康福祉センター、斎場、文化センター、保
育所、中学生海外派遣）のため財源の一部として使われてい
ます。

大洗町職員の採用（中途）試験

　65歳以上の人が支払う介護保険料は、介護サービス給付の見込みに応じて、3年ごとに見直します。平
成21年度から平成23年度までの介護保険料は、新たに第6段階を細分化し、段階を1段階増やし、下表の
とおり決まりました。

ご存知ですか？

所得段階 対　　象　　者 基準額に対する割合 月額保険料 旧月額保険料
（基準額に対する割合）

第１段階 •生活保護受給者
•町民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者 基準額×0.3 1,140円 1,700円

（基準額×0.5）

第２段階
本人が町
民税非課
税者

世帯全員が町民税非課税で課税年金
収入額と所得合計が80万円以下の者 基準額×0.5 1,900円 1,700円

（基準額×0.5）

第３段階 世帯全員が町民税非課税課税で第２
段階対象者以外の者 基準額×0.75 2,850円 2,550円

（基準額×0.75）

第４段階 世帯に町民税課税者がいる者 基準額 3,800円 3,400円
（基準額）

第５段階
本人が町
民税課税
者

本人の ｢合計所
得額｣

200万円未満 基準額×1.25 4,750円 4,250円
（基準額×1.25）

第６段階 200万円以上
400万円未満 基準額×1.5 5,700円 5,100円

（基準額×1.5）
第７段階 400万円以上 基準額×1.75 6,650円

※介護報酬の見直による（介護に従事する人の処遇改善のため3％上昇）介護保険料のプラス分の一部が、国からの交付金により軽減されています。

4月から介護保険料が変わります

職　種 必　要　な　資　格　等

建築士 建築工事等に関する実務経験が5年以上あり、
１級建築士の資格を有する方

土木施工
管理技士

土木工事等に関する実務経験が5年以上あり、
１級土木施工管理技士の資格を有する方

保健師 看護師または保健師に関する実務経験が2年以
上あり、保健師の資格を有する方

身近なところに電源三法交付金は使われています
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健
康
増
進
課

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
１
０
１
０

妊
婦
健
診
助
成
回
数
が

14
回
に
な
り
ま
し
た

　

４
月
１
日
よ
り
、
２
才
〜
４
才

未
満
の
幼
児
を
対
象
に
お
た
ふ
く

か
ぜ
、
水
ぼ
う
そ
う
予
防
接
種
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
／
満
２
才
〜
４
才
未
満
で

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
水
ぼ
う
そ
う
に

か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
児
童

助
成
額
／

お
た
ふ
く
か
ぜ　

３
、２
０
０
円

水
ぼ
う
そ
う　
　

４
、２
０
０
円

※
約
半
額
の
助
成
で
す
。
不
足
分

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
１
０
１
０

お
た
ふ
く
か
ぜ
、水
ぼ
う
そ
う

の
予
防
接
種
助
成
開
始
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今 月 の

期
納

町の人口と世帯
（2月末現在）

人 口 18,467人
 男　　 9,121人
 女　　 9,346人
世帯数　 6,900世帯 
転入 40人 転出 29人
出生 8人 死亡 25人

固定資産税（第1期）

納期は４月３０日（木）
までです。

曜

日

日

19 無　料ホール9：00

催　事　内　容

●大洗文化センター●　　　　☎266-2442
月

4 春季民謡まつり
（茨城県民謡民舞連合会）

入場方法開催場所開始時間

心
配
ご
と
相
談

図
書
室

全
国
高
校
生
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
選
手
権

T
EEN

S R
O
CK
 IN

H
IT
A
CH
IN
A
K
A
 

2009 第
38
回

「
笠
間
つ
つ
じ
ま
つ
り
」

月　日 回収する地区／ごみの種類
4月27日（月） 東地区／可燃ごみ
4月28日（火） 西地区／可燃ごみ
4月29日（水） 休み（第5週目）
4月30日（木） 東地区／可燃ごみ
5月 1日（金） 西地区／可燃ごみ
5月 2日（土） 休み
5月 3日（日） 休み（憲法記念日）
5月 4日（月） 休み（みどりの日）
5月 5日（火） 休み（こどもの日）

5月 6日（水）
東地区／資源回収・粗大
西地区／不燃ごみ・粗大

5月 7日（木） 東地区／可燃ごみ
5月 8日（金） 西地区／可燃ごみ

　4月は、次の日程で住民課・税務課・
会計課の業務時間を午後6時30分ま
で延長しています。どうぞご利用下さ
い。
◆4月 1日（水）  ◆4月 8日（水）
◆4月15日（水）  ◆4月22日（水）  

役場窓口時間延長のお知らせ

※5月6日（水）は振替休日ですが、回収業務を実施いたします。

ＧＷのごみ収集日程
　ゴールデンウィーク期間中のごみ収集業務は次の
日程で行いますので、ご確認のうえお出しください。
問合せ／生活環境課(内線243）　
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　町内の食品ス－パ－2社が、町との「レジ袋の削減に向けた
取り組みに関する協定」により、3月からレジ袋が有料化される
のを前に、去る2月13日と20日の両日、ごみ減量化によって
地球温暖化防止につなげようと、「エコス大洗店」、「セイブ大洗
店」で、レジ袋削減運動の店頭キャンぺ－ンを実施しました。
　キャンペーンには、小谷町長や磯浜女性会、交通安全母の会
が参加し、買い物客に「レジ袋の削減にご協力下さい」と、啓
発用のチラシやティッシュぺ－パ－を配り、マイバック持参を
訴えました。

マイバック持参を訴え
「レジ袋削減キャンぺ－ン」実施

　今年の4月で10年目を迎えるゆっくら健康館の入館者が3月
9日（月）、200万人に達成しました。200万人目のお客様は、
水戸市元吉田町にお住まいのい軍司良一さん。セレモニーでは、
くす玉が割られ、小谷町長から花束と記念品が手渡されました。
　軍司さんは、「今年に入ってからは2回目ですが、ここのお
湯が好きで何回も来ています」と喜びを語りました。また、前
後賞には大洗町成田町の米川テイ子さんと茨城町小堤の高野瑞
子さんが選ばれ、3人に記念の花束とゆっくら健康館の入場券、
町特産の干物がプレゼントされました。

ゆっくら健康館入館者200万人達成‼

　大洗町は567万人の観光客を迎える県内第一位の観光地として、
様々な取り組みを展開しております。来遊客の皆さまをおもてなしの
心でお迎えする取り組みの一つとして、「ようこそ大洗」のピンバッ
チをつくりました。
　名勝指定をしました神磯の鳥居と日の出をイメージしたデザインと
なっております。是非皆さんもおもてなしの心とともに、ピンバッチ
を胸元につけてみてはいかがでしょう。
　詳細については、大洗町観光協会（☎266-0788）へお問い合わ
せ下さい。

「ようこそ大洗」おもてなしの心とともに

　大型客船「ふじ丸」で航く屋久島・熊野と瀬戸内海クルー
ズが3月17日（火）から21日（土）の4泊5日で行われま
した。
　17日の出港時に行われたセレモニーでは、郷土芸能の荒
磯太鼓と大洗高校のマーチングバンドの演奏が花を添え、
保育園児からは航海の安全を記念した手作りのお守りが船
長に手渡されました。ふじ丸は、大勢の方々に「いってらっ
しゃーい」と大きな声で見送られクルーズに出航しました。

「ふじ丸」で屋久島・熊野と
瀬戸内海クルーズを満喫

左より、高野さん、米川さん、軍司さん、小谷町長
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　県道長岡大洗線の工事が完了し、2月
25日（水）、交通安全祈願式が行われま
した。県では昭和58年から整備に着手し、
平成17年までに延長1,240m区間の供用
を開始。残る延長340m区間が完成し、
この日から釜口山付近の供用開始となり
ました。今回の開通により、安全で円滑
な通行が確保されました。

県道長岡大洗線
大貫地区線供用開始

　原子力事業について理解を深めていただこう
と、3月14日（土）、町主催による原子力施設見
学会が開催されました。
　見学先の大強度陽子加速器「J-PARC」では、
最先端の科学技術を学び、また、東海テラパーク
では、原子力発電の仕組みについて確認しました。
　参加された皆さんは、「とても勉強になった。
また参加したい。」などと感想を述べていました。

最先端科学技術施設
「J－PARC」で学ぶ

　去る2月20日（金）、大洗町体験活動交流セン
ターにおいて、生涯学習の人材バンク『三人よ
れば文殊塾』の交流会が開催されました。
　当日は、登録者と学校関係者が約130名集ま
り、親睦を深めました。登録者による手作りの“か
す汁”と“スイートポテト”を味わい、また、コー
ラス、かたり、琴演奏、南京たますだれ、手品
などをご披露頂き、和やかな雰囲気の交流会と
なりました。

『三人よれば文殊塾』交流会

　2月22日、 28日、3月1日の3日間で行われた、中央東ミニバスケッ
トボール連盟主催の新人戦で、大洗ミニバスケットボールスポーツ少
年団（男子）が優勝しました。
　大洗ミニバス男子は、1年生から6年生まで総勢11名で試合出場ぎ
りぎりという厳しい状況の中、日頃の練習の成果を発揮し、5勝1敗
という素晴らしい成績を残しました。
試合結果（5勝1敗　優勝）
　大洗61－16北川根　　大洗38－14笠間　　大洗35－36みのり 
　大洗37－21岩間　　　大洗40－19友部　　大洗40－26茨城町

大洗ミニバス男子が新人戦優勝！



　

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、
約
１
、２
０
０
年
前
の
９
世
紀
前
半
こ
ろ
。
磯
浜

町
で
大
洗
磯
前
神
社
が
創
建
さ
れ
た
そ
の
頃
、
大
貫
町
西
光
院
上
の
外
洋
に
面

す
る
寺て

ら
の
う
え
い
せ
き

ノ
上
遺
跡
で
は
、
盛
ん
に
地
先
の
砂
浜
か
ら
貝
類
を
採さ
い
ほ捕
し
て
い
ま
し

た
。

　

寺
ノ
上
遺
跡
か
ら
は
、
平
成
18
年
11
月
、
町
道
の
拡
幅
事
業
に
伴
っ
て
、
僅

か
20
・
９
㎡
の
調
査
区
域
で
し
た
が
、
土
の
う
袋
で
62
袋
も
の
古
代
の
貝
殻
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
１
、３
５
４
個
体
に
つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た

種
類
の
貝
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、
21
種
類
も
の
種
類
（
チ
ョ

ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
・
ム
ラ
サ
キ
イ
ン
コ
・
マ
ガ
キ
な
ど
）
が
含
ま
れ
、
古
代
の
こ

の
町
の
人
々
が
盛
ん
に
貝
を
採
集
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
一
般
に
「
な
が
ら
み
」
と
呼
ば
れ
る
ダ
ン
ベ
イ
キ
サ
ゴ
は
９
２
６

個
体
も
含
ま
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ダ
ン
ベ
イ
キ
サ

ゴ
の
殻
の
サ
イ
ズ
は
、
27
〜
37
㎜
の
大
き
な
サ
イ
ズ
で
そ
ろ
っ
て
い
て
、
27
㎜

未
満
の
小
さ
な
サ
イ
ズ
は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ダ
ン
ベ
イ
キ
サ
ゴ
は
現
在
の
鹿
島
灘
で
は
生
息
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

九
十
九
里
・
相
模
湾
岸
で
は
水
深
１

〜
５
ｍ
と
浅
い
砂
浜
に
今
も
多
く
生

息
し
て
お
り
、
浜
か
ら
行
う
特
定
の

サ
イ
ズ
以
上
を
狙ね

ら

っ
た
伝
統
的
な
漁

法
が
存
在
し
ま
す
。

　

前
号
で
お
話
し
た
「
は
ま
ぐ
り
」

に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

人
間
に
と
っ
て
有
用
な
特
定
の
種
類

の
貝
、
し
か
も
大
き
な
サ
イ
ズ
を

狙
っ
て
採
集
す
る
と
い
う
、
今
と
変

わ
ら
な
い
古
代
人
に
よ
る
漁
業
に
お

け
る
選
択
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
町
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
）
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　北海道室蘭市から大洗町に移り住んで14年目年。五
反田にお住まいの荒谷さんご家族を紹介します。
Ｑ：大洗に移住されたきっかけは何ですか？ 
Ａ：仕事の関係により大洗町に引っ越してきました。
Ｑ：大洗のどこに魅力を感じましたか？
Ａ：人の温かさに魅力を感じました。
Ｑ：大洗で一番好きな癒しスポットはどこですか？
Ａ：わくわく科学館の公園は、１日たっぷり遊べるの
　で、よく行きます。
Ｑ：町に関連した取り組み活動等はありますか？
Ａ：子どもが保育園に入ってからは、町の催しにたくさ
ん参加するようになりました。今まで大洗に住んでい
ても、まだまだ参加できないものもあるので、これか
らもどんどん参加していきたいです。
Ｑ：町に対する要望等はありますか？
Ａ：子育て支援にもっと力をいれてほしいと思います。
また、近所に公園もたくさんありますが、遊具も少な
く、整備（除草）があまり綺麗ではないので、もう少
し綺麗にしてもらえたら公園で遊ぶ子どもも増えるの
では？と思います。

第30回

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

「人の温かさに魅力」

人
と
動
物
の
生
活
史
２

大
洗
町
の

歴
史
を

見
つ

め

て

27

大貫町寺ノ上遺跡から発見された古代の貝

佐
さとう

藤　匠
たくま

馬くん
（桜道4区　H18.10.12生まれ）
お父さん　智之　　お母さん　裕子
「明るく元気で、心の優しい子に育って欲しいです。」

茂
も ぎ

木　秀
ひでき

樹くん（後）・彩
あやか

華ちゃん
（東光台1区の1　H16.4.21・H19.8.23生まれ）
お父さん　明　　お母さん　フィフィ
「僕たちを見かけたら、声をかけてくださいね！」

古
代
の
採さ

い
か
い
り
ょ
う

貝
漁



エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
た
。

　
　

ひ
じ
り
保
育
園　

さ
く
ら
ぐ
み

エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
た
。

　
　

ひ
じ
り
保
育
園　

さ
く
ら
ぐ
み

エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
た
。

　
　

ひ
じ
り
保
育
園　

さ
く
ら
ぐ
み
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加藤宗一選

太
平
洋
の
波
を
く
ぐ
り
て
千
鳥
啼
く

　

賀
詞
交
歓
会
に
参
じ
て

磯
節
の
祝
ひ
の
宴
今
朝
の
春

　

大
洗
大
使　

さ
い
た
ま
市　
　

稲
葉　

峻
山

御
ン
即
位
二
十
年
な
る
御
代
の
春

裃
に
威
儀
を
正
し
て
豆
を
撒
く

　
　

明
神
町　
　

小
松
崎
美
代

〔
評
〕節
分
の
夜
神
社
仏
閣
で
追
儺
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
る
。

裃
（
か
み
し
も
）は
江
戸
時
代
の
武
士
の
礼
装
で
あ
る
が
、

年
男
で
あ
ろ
う
か
、
故
事
に
因
ん
で
礼
装
を
し
厳
か
に
豆

を
撒
い
て
い
る
。

初
稽
古
た
ど
た
ど
し
く
も
シ
ョ
パ
ン
か
な

初
詣
賽
銭
頭
上
飛
び
交
は
す

　
　

金
沢
町　
　

猿
田　

俊
子

〔
評
〕
大
洗
磯
前
神
社
の
元
旦
は
、
初
日
の
出
を
拝
し
て
か

ら
参
詣
す
る
人
が
非
常
に
多
い
、長
い
行
列
の
順
番
を
待
っ

て
、
よ
う
や
く
拝
殿
に
た
ど
り
つ
き
、
礼
拝
を
し
よ
う
と

す
る
と
、
後
か
ら
お
賽
銭
が
飛
ん
で
く
る
、
戸
惑
い
し
な

が
ら
参
拝
を
し
た
。

湖
へ
影
伸
び
切
り
し
冬
木
立

来
て
は
去
る
雲
影
迅
し
臥
龍
梅

　
　

髭
釜　
　

川
崎　

京
子

海
原
を
染
め
て
初
日
の
輝
や
け
り

待
春
の
植
物
園
を
訪
ふ
一
と
日

　
　

新
町　
　

岸
和
田
和
子

早
春
や
新
た
な
生
命
生
れ
を
り

ほ
ら
そ
こ
に
此
処
に
も
あ
る
よ
蕗
の
薹

　
　

東
光
台　
　

田
中　

勝
枝

止
め
ど
な
く
銀
杏
落
葉
に
子
等
走
る

音
も
な
く
夜
間
飛
機
過
ぐ
冬
の
空

　
　

角
一　
　

鈴
木　

さ
た

神
域
の
大
櫨
紅
葉
父
偲
ぶ

忌
を
修
す
寺
苑
し
き
り
に
黄
葉
散
る

　
　

髭
釜　
　

岸
根
世
司
子

初
日
の
出
我
し
み
じ
み
と
日
本
人

偕
楽
園
白
紅
梅
の
咲
き
初
む
る

　
　

髭
釜　
　

小
野
瀬
き
よ

独
り
身
を
楽
し
み
つ
つ
の
正
月
茶

初
春
の
茶
席
彩
る
干
支
干
菓
子

　
　

桜
道　
　

上
野　

君
枝

う
め
の
は
な
ひ
ら
ひ
ら
ま
っ
て
き
れ
い
だ
な

　
　

六
才　
　

さ
か
も
と　

は
る
の
ぶ

は
る
が
き
た
い
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン

　
　

小
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か
つ
ぬ
ま　

な
つ
み

う
め
の
花
赤
白
さ
い
た
ほ
い
く
え
ん

　
　

小
一　
　

小
谷　

亮
人

け
ん
だ
ま
を
た
く
さ
ん
や
っ
た
は
る
の
日
に

　
　

小
一　
　

磯
崎　

拓
己

ひ
な
ま
つ
り
雪
が
ふ
っ
て
る
お
か
し
い
な

　
　

小
二　
　

田
中　

里
奈

せ
ん
せ
い
は
し
っ
て
い
る
か
な
つ
ば
め
の
す

　
　

小
二　
　

佐
藤　
　

成

た
ん
ぽ
ぽ
が
も
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●●大洗町芸術文化祭短歌会●●
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　4月1日より出産後に1
回、母乳育児相談（おっぱい
ケア）が受けられることにな

りました。【1回5,000円までが助成されます。た
だし、若干の自己負担がある場合があります。】
　出産後は、おっぱいが足りているか不安に
なったり、おっぱいに痛みがあったりと、いろ
いろなトラブルが起きやすく、自分ではなかな
か対処ができません。また、おっぱいの相談だ
けでなく、育児の相談にものってもらえます。
　退院後にミルクを足していても、産後早めに
おっぱいを見てもらうことで、おっぱいが出や
すくなります。おっぱいを出すホルモンがたく
さん出ている、退院後1週間以内がとても効果
的です！退院後にすぐに相談機関に電話をし
て、おっぱいのケアを受けてください。

●対象
　平成21年4月1日以降に出産されたお母さん
とお子さん

●使用期限
　出産日からお子さんの1歳のお誕生日頃まで
●使用できる相談機関は郵送された受診票をご
らんください。

●詳しくは、健康増進課（２６６－１０１０）
　までお問い合わせください。

　今回は当館の海藻水槽で展示しているメバルを紹介し
ます。
　釣り人のあいだでは「春告げ魚」と呼ばれ、春の船釣
りを代表する魚で、メバルをクロメバルやアカメバルな
どと分けて呼ぶこともありますが、これは棲む環境に
よって体色が変わるためと言われています。
　メバルは北海道南部から九州にかけて分布し、沿岸の
岩礁域や藻場を好んで棲み家とします。この魚の特徴と
しては、名前の由来とされる大きく張り出した目（目張
る）と雌から産まれてくるのは卵ではなく、魚の形をし
た子供を出産する卵胎生の魚であることが挙げられま
す。
　当館の水槽では特に秋から冬にかけて1尾の雄が1尾の雌の前を体を震わせながら横切り、
しきりに自分をアピールする繁殖行動を観察することができました。もしその時2尾が結ばれ
ていれば、そろそろ水槽内でメバルの赤ちゃん（仔魚）が産まれているかもしれません。

母乳育児相談が受けられるようになりました母乳育児相談が受けられるようになりました母乳育児相談が受けられるようになりました
～母乳育児相談は県内初の助成です！～～母乳育児相談は県内初の助成です！～

－ メ バ ル －
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